
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月号 おもな内容 
 

●特集 防災とボランティアの日、週間 ２Ｐ 

●柿坂サロン             ３Ｐ 

●障害者クリスマス会         ３P 

  ※みなさまの会費の一部は「社協だより」の発行に充てさせていただいています。 

２０１６ 

１ 
 

№１７３ 

 

 
 

●宮ヶ瀬小学校全校道徳福祉体験  ３Ｐ 

●社協からのお知らせ       ４Ｐ 

 

  

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
く

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
災
害
時
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
円
滑
に
活
動
す

る
た
め
の
拠
点
と
な
る
「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

の
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
、

最
新
の
福
祉
情
報
の
提
供
や

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
情

報
を
広
く
開
示
す
る
た
め
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

地
域
に
暮
ら
す
全
て
の
人

が
、
共
に
生
き
、
支
え
合
う

ま
ち
。
清
川
村
中
が
温
か
さ

に
満
ち
あ
ふ
れ
る
よ
う
、
新

し
い
年
も
清
川
村
社
協
は
村

行
政
、
村
民
の
皆
様
と
と
も

に
地
域
福
祉
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

会
長 

山
戸 

正
志 

役
職
員
一
同 

 
 

温かさに 

満ちあふれる 

地域福祉の推進 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

福祉に関するご相談は社協までお気軽にどうぞ ２８７－１１１８ 

 

 

 

１／１７は『防災とボランティアの日』、１／１５～２１は『防災とボランティア週間』 

災害ボランティアの支援を受け入れる「受援力」 

「防災とボランティアの日及び週間」は、平成７年１月１７日に発生した阪神淡路大震災をき

っかけに、「災害時におけるボランティア活動及び自主的な防災活動についての認識を深めるとと

もに、災害への備えの充実強化を図ること」を目的として制定されました。 

国内で起こる災害には、ボランティアがいち早く被災地に駆

けつけ、様々な支援活動を行うという文化が定着しつつありま

す。今回は、災害ボランティアの力を生かすために必要とされ

る、被災地側の「受援力」について紹介します。 

 災害ボランティアは、「困っている人を助

けたい、人を支えたい、人の役に立ちたい」

という思いを持っている人たちです。学生、

会社員、公務員、看護師や建築士などの専門

知識や技術を持つ人たちなど様々な人たちが

色々な形で被災地をお手伝いする活動です。 

主な活動は、被災地での「災害救援」、避

難生活の支援、家屋の泥かきなどの「復旧支

援」、被災地や被災者の活力を取り戻すための

「生活再建支援」があります。被災直後から

復旧、復興に至る様々な局面において大きな

役割を果たしています。 

「自分たちの地域は、自分たちでなんとかしたい」という考えもあると思いますが、それとと

もに、地域の外には被災地を支援したいというボランティアが大勢いることも忘れないでくださ

い。外部の人たちの支援を受けたり、全国的なネットワークを持つ団体の支援を得ることで、復

旧、復興の力を幅広く、重層的に地域の防災力を高めることにつながります。この地域外からの

支援を受け入れることを「受援力」といいます。 

●災害時に被災地外からやってくるボランティアは被災地の土地勘がありませ

ん。地域の情報整理（地域の危険箇所をチェックしたり、そのマップづくりな

ど）をしておけば、ボランティアの受け入れの際に役立てることができます。 
 

●災害ボランティアセンターを実際に設置する訓練の機会があった場合、参加し

て地域内でお互いに顔見知りになっておくこと、ボランティアの受け入れ方法

やボランティアがどういう活動をするのかを知っておくのも大事です。いざと

いうときに、地域住民同士の助け合いにもつながります。 
 

●住民が地域の助け合い活動を通じて、日頃から助けあうことに慣れておくこと

で、大規模災害時にボランティアを受け入れることの準備になります。 

今回は、ボランティアの支援を受け入れる「受援力」という視点で紹介しました。防災に関し

ては全てにおいて日頃からの準備が大切です。その準備の中に地域の外からのボランティアを受

け入れるための準備も始めてみませんか。なお、清川村社協では昨年災害ボランティアセンター

運営スタッフ養成講座を開催し、多くの方に受講していただきました。平成２８年度も開催予定

ですので、開催の際は、ぜひご参加ください。 

 まずはじめに、災害ボランティアとは？ 

「受援力」を高めることが地域の防災力の向上になります 

地域の「受援力」を高めるための普段からの取組み 
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昨
年
１
２
月
８
日
（
火
）
に
行

わ
れ
た
「
宮
ヶ
瀬
小
学
校
全
校
道

徳
福
祉
体
験
」
は
、
視
覚
障
害
を

お
持
ち
の
方
と
一
緒
に
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
と
し
て
「
ス
ル

ー
ネ
ッ
ト
ピ
ン
ポ
ン
」
を
行
い
ま

し
た
。 

 

ス
ル
ー
ネ
ッ
ト
ピ
ン
ポ
ン
と

は
、
球
が
転
が
る
と
音
が
で
る
こ 

介護保険サービスに関することなどご相談ください 

３ 

お
茶
の
み
会
で
蒸
し
パ
ン
づ
く
り 

 

柿
坂
サ
ロ
ン 

  

昨

年

１

２

月

２

日

（
水
）
、
柿
坂
集
会
所
で

柿
坂
サ
ロ
ン
の
お
茶
の

み
会
が
行
わ
れ
、
地
区
担

当
の
岩
澤
孝
民
生
委
員

を
含
め
１
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

過
日
村
社
協
が
主
催
し

た
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
ス
タ
ッ

フ
養
成
講
座
」
を
受
講
さ

れ
た
参
加
者
の
提
案
に

よ
り
、
非
常
用
炊
飯
袋
を

活
用
し
て
「
蒸
し
パ
ン
」

を
作
り
ま
し
た
。
出
来
上

が
っ
た
蒸
し
パ
ン
を
見

た
参
加
者
は
「
こ
ん
な
に

大
き
く
出
来
上
が
る
ん

だ
」
と
び
っ
く
り
（
写

真
）。 

「
今
日
は
教
え
て
も
ら
っ
た
け
れ
ど
『
い
ざ
』
と
い

う
時
に
自
分
が
で
き
な
い
と
意
味
が
な
い
。
何
度
も
訓

練
を
し
て
学
び
ま
し
ょ
う
」
と
、
災
害
時
に
つ
い
て
の

意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
熱
々
の
蒸
し
パ
ン
を
頬
張
り

ま
し
た
。 

  

 

昨
年
１
２
月
６
日
（
日
）、
伊
勢
原
市
内
の
カ
ラ

オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
に
て
、
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
の
方
々
を
対
象
と
し
た
ク
リ
ス
マ
ス

会
（
年
末
た
す
け
あ
い
配
分
事
業
）
を
開
催
し
、
付

添
い
の
方
を
含
め
１
７
人
が
」
参
加
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
食
事
を
と
り
な
が
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
と
じ
ゃ
ん 

 

  

 

障
害
者
ク
リ
ス
マ
ス
会 

 

年
末
た
す
け
あ
い
配
分
事
業 

ス
ル
ー
ネ
ッ
ト
ピ
ン
ポ
ン 

 

宮
ヶ
瀬
小
学
校
全
校
道
徳
福
祉
体
験 

け
ん
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま

し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
で
は

自
分
の
得
意
な
歌
を
熱

唱
し
た
り
、
振
付
を
入

れ
な
が
ら
歌
っ
た
り
す

る
な
ど
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
じ
ゃ
ん
け
ん

ゲ
ー
ム
で
は
勝
っ
た
負

け
た
で
一
喜
一
憂
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
村
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
か
ら
の

菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

迫
田
民
生
委
員
よ
り
、

手
渡
さ
れ
、
皆
さ
ん
笑

顔
で
受
け
取
ら
れ
て
い

ま
し
た
。 

と
や
卓
球
の
ラ
ケ
ッ
ト
と
異
な
り
、
両
面
と
も
に
ラ
バ

ー
が
貼
ら
れ
て
い
な
く
音
が
で
や
す
く
な
っ
て
い
る

な
ど
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
実
際
の

体
験
で
は
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
卓
球
台
の
上
を
転
が

っ
て
く
る
球
を
取
っ
た
り
、
二
人
一
組
で
ア
イ
マ
ス
ク

を
せ
ず
に
ラ
リ
ー
を
行
っ
て
み
ま
し
た
。
体
験
し
た
児

童
は
「
や
っ
て
み
る
と
難
し
い
け
ど
楽
し
い
」
と
、
話

し
て
い
ま
し
た
。 
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平成２７年１１月～平成２７年１２月 
 

○匿名の方 

 四点杖（１本）、シャワーチェアー（１脚） 

 

 

 

 

平成２７年１１月～平成２７年１２月 
 

○ペットボトルキャップ      １１件 

○古切手              ２件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

社協よりみなさまへ、お知らせのページです。 

４ 

編集・発行 

社会福祉法人 

清川村社会福祉協議会 
〒243-0195 

神奈川県愛甲郡清川村煤ヶ谷２２２０－１ 

清川村保健福祉センタ－ひまわり館内 

電 話 ０４６(２８７)１１１８ 

ＦＡＸ ０４６(２８７)２０１３ 

 

 

は
あ
と 

 

う
ぉ
ー
む 

寄付をありがとうございます 

回収にご協力ありがとうございます 

外出支援（移動サービス） 

担い手養成研修開催のお知らせ 
 

超高齢社会における地域ニーズは様々です

が、中でもちょっとした買い物や通院などに

も困っているという外出ニーズは、坂の多い

街、また、駅まで歩けない人にとって、どこ

の地域にも共通する課題です。「外出支援担い

手養成研修」に参加して、あなたも地域の中

で「移動」に困っている人の外出を支援する

たすけあい活動に参加してみませんか。 

日時 平成２８年１月２５日（月）、２６日（火） 

   １日目 １０：００～１５：５０ 

   ２日目 １０：００～１６：２０ 

場所 海老名市総合福祉会館２階 

内容 ●第１日目 

   住民参加の意義と移動サービス、運転

の心構え、安全運転とリスクマネジメ

ント、利用者理解 

   ●第２日目 

   住民参加型サービスの実践について、

接遇介助の基本知識、介助実習 

申込方法 １月２０日（水）までに、電話、

FAX、メールでお申し込みください。 

その他 受講料：無料、定員：５０名（先着順） 

※詳しい内容につきましては、チラシを清川

村社協ホームページにアップしますのでご

確認ください。（http://www.kiyokawa-shakyo.jp） 

お申し込み先・お問い合わせ先 

 認定 NPO法人かながわ福祉移動サービスネットワーク 

TEL ０４５－５３４－６７１８ 

FAX ０４５－４７２－１７１０ 

E メール 

 kanagawa-idounet@b04.itscom.net 

 

福祉の仕事を知る懇談会 
～現場職員が語る！福祉・介護の仕事～ 

 福祉施設から２名の職員をお招きし、福

祉・介護の仕事について話していただきます。

福祉・介護の仕事に関心のある方ならどなた

でもご参加いただけます。 

お問い合せ先 

 神奈川県障害福祉課社会参加グループ 

 ０４５－２１０－４７０９ 

日時 平成２８年１月１６日（土） 

   平成２８年２月１３日（土） 

   平成２８年３月１９日（土） 

   午後１時～（受付１２時３０分） 

場所 かながわ県民センター１２階 

内容 福祉の仕事のやりがいや魅力、仕事の

流れなどを各分野の福祉施設職員から

伺います。 

定員 ４０名（事前申込必要） 

対象 福祉・介護の仕事に関心のある人なら

どなたでも 

参加費 無料 

※詳しい内容につきましては、チラシを清川

村社協ホームページにアップしますのでご

確認ください。（http://www.kiyokawa-shakyo.jp） 

「
住
民
目
線
で
わ
か
り
や

す
い
広
報
」
「
み
ん
な
に
見
て

も
ら
え
る
広
報
」
を
目
指
し
て

今
年
も
広
報
部
会
を
経
て
、

様
々
な
福
祉
活
動
を
社
協
だ

よ
り
に
て
紹
介
し
て
行
き
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
、
村
内
外
の
情
報
も
よ

り
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
整

備
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 


